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頭首工周辺を対象としたラジコン無人ヘリによる空中写真撮影
Aerial Photography for Area around Headworks with Unmanned Helicopter

○浪平 篤・髙木強治
NAMIHIRA A. and TAKAKI K.

1. 研究の背景と目的
頭首工の横断形は，原則として河川整備基本方針も

しくは暫定改良工事実施計画に基づく計画横断形に整
合しなければならないことが，河川管理施設等構造令
によって定められている 1)．計画横断形に整合させて
頭首工を設置することは，その周辺に堆砂が生じる一
因であると指摘されている 2)．堆砂が生じれば，利水
面だけでなく，治水，環境面においても支障が出る．
このため，洪水後には堆砂の形状や量を計測するとと
もに，堆砂を除去して次の洪水に備える必要がある 2)．
頭首工周辺の堆砂状況を把握するための方法にはい

くつかある．まず河川測量があるが，堆砂の形状や量
の計測には不可欠である一方，多くの費用と時間を要
することから，概略把握のための定期観測には適して
いない．次に現地踏査があるが，堆砂除去の目安は頭
首工幅に対して上流側に 6 倍，下流側に 2 倍の区間 2)

(以下，堆砂除去目安区間とする)であることと，通常
はこのような広範囲を一望できる高所が頭首工の近傍
には存在しないことから，これのみによる把握は容易
ではない．近年では，河川測量よりも低コストかつ短
時間で大量にデータを取得できることからレーザスキ
ャナによる河床形状の計測が注目されているが 3)，4)，
植生が繁茂する箇所では地盤高を計測できない等のた
め，詳細な地形図や航空写真を併用する必要性が指摘
されており，堆砂の定期観測には工夫が必要である．
そこで本研究では，ラジコン無人ヘリによる空中写

真撮影に着目し，頭首工周辺の堆砂状況の概要を把握
するための方法としての有効性を検討した．

2. 撮影方法
撮影の対象としては，栃木県内の那珂川水系荒川の

森田頭首工(幅約 60m)，同県内の利根川水系鬼怒川の
勝瓜頭首工(幅約 330m)を選定した．
ラジコン無人ヘリとしては，農薬散布やリモートセ

ンシング技術開発のために開発され，耐久性に優れた
産業用無人ヘリコプター(ヤマハスタイテック株式会社
製 RMAX Type Ⅱ)を使用した．写真撮影のためのカ
メラとしては，2110 万画素のデジタルスチルカメラ
(Canon製 EOS 5D Mark II)を使用した．なお，FPU画
像送信機を用い，地上のテレビモニターで撮影範囲を
確認できるようにしている．

両頭首工ともに，2010年 11月 30日および 2011年 3
月 4 日に撮影を実施した．撮影を 2 回行ったのは，定
期観測への適用性を検討するためである．以降，それ
ぞれの撮影日を撮影日 1，撮影日 2とする．

3. 撮影結果と考察
森田頭首工は幅約 60m と小規模であるため，撮影

日 1，2 ともに高度 100 ～ 160m で撮影したところ，
堆砂除去目安区間を 1 枚に収める鳥瞰撮影(Fig.1，
Fig.2)や頭首工位置の横断方向の全てを 1 枚に収める
鉛直撮影(Fig.3，Fig.4)等を実施できた．これらの撮影
結果から，頭首工の上流側では右岸側に，下流側では
左岸側に堆砂が生じている様子や，右岸側洪水吐付近
にも土砂が堆積している様子等を明確に把握できた．
勝瓜頭首工は幅約 330m とかなり大規模であるた

め，撮影日 1，2 ともに航空法の適用範囲(高度 200m

Fig.1 森田頭首工の鳥瞰撮影結果(撮影日 1)

Fig.2 森田頭首工の鳥瞰撮影結果(撮影日 2)
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以上)近傍の高度で撮影したものの，堆砂除去目安
区間を 1 枚に収める鳥瞰撮影も，頭首工位置の横断方
向の全てを 1枚に収める鉛直撮影も実施できなかった．
しかしながら，撮影結果からは，頭首工周辺の堆砂状
況の概要だけでなく，護床工ブロックの流亡状況や，
現在実施されている補修工事の状況についても明確に
把握できた(Fig.5，Fig.6)．砂除去目安区間の全域にお
ける状況については，数枚をラップさせた撮影により
把握できた．
以上より，ラジコン無人ヘリによる空中写真撮影は，
頭首工周辺の堆砂状況の概要を把握する方法として有
効であることが確認された．
撮影日 2 では，撮影日 1 における撮影結果と地上の
テレビモニターとを比較して撮影を行ったため，両日
で撮影範囲を完全に一致させることができなかった．
しかしながら，森田頭首工では右岸側洪水吐付近の堆
砂形状の僅かな変化を，勝瓜頭首工では補修工事の進
捗状況を確認することができ，このような撮影は堆砂
状況の定期観測に対しても適用しうると考えられる．

4. 今後の課題
今回は同一非洪水期内に 2 回撮影を行ったため，両

頭首工ともに両撮影日間に堆砂状況はほとんど変化し
ていなかった．そのため，今後は洪水期の前後で撮

影を行い，その違いを写真上でどの程度確認でき
るかを検証する必要がある．また，異なる日に撮
影する範囲をより一致させるため，無人ヘリに小
型 GPS を設置する等により，撮影した座標や高度
を記録できるように改良を行う予定である．
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Fig.3 森田頭首工の鉛直撮影結果(撮影日 1)

Fig.4 森田頭首工の鉛直撮影結果(撮影日 2)

Fig.5 勝瓜頭首工の鳥瞰撮影結果(撮影日 1)

Fig.6 勝瓜頭首工の鳥瞰撮影結果(撮影日 2)


